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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 11月 18日 (2005.11.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
塩 素 化 工 程 及 び 水 素 化 工 程 を 含 む モ ノ ク ロ ロ 酢 酸 を 製 造 す る 方 法 に お い て 、 パ ー オ キ シ カ
ル ボ ン 酸 を 用 い る 反 応 に よ り 、 プ ロ セ ス 流 か ら ア ル デ ヒ ド を 除 く こ と を 含 む こ と を 特
徴 と す る 、 モ ノ ク ロ ロ 酢 酸 を 合 成 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
パ ー オ キ シ カ ル ボ ン 酸 が C 1 ～ C 2 4 の モ ノ パ ー オ キ シ カ ル ボ ン 酸 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
パ ー オ キ シ カ ル ボ ン 酸 が 過 酢 酸 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
パ ー オ キ シ カ ル ボ ン 酸 が 、 プ ロ セ ス 流 中 に 存 在 す る ア ル デ ヒ ド の モ ル 量 に 対 し て 略 当 モ ル
量 で 使 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】

反 応 が 、 60～ 100℃ の 温 度 で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】

反 応 が 、 70～ 90℃ の 温 度 で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】

反 応 が 、 6× 10 5 　 Pa以 下 の 圧 力 で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か
１ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】

反 応 が 、 大 気 圧 で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ９ 】
プ ロ セ ス 流 が 、 酢 酸 リ サ イ ク ル 流 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ 項 記
載 の 方 法 。
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【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 、 MCAを 製 造 す る 塩 素 化 工 程 及 び 水 素 化 工 程 を 含 む 方 法 は 、 パ ー オ キ シ カ ル ボ ン
酸 を 用 い る 反 応 に よ り 、 プ ロ セ ス 流 か ら ア ル デ ヒ ド を 除 く こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 従 う 反 応 は 、 広 い 温 度 範 囲 、 典 型 的 に は － 20℃ ～ 150℃ 、 で 行 う こ と が で
き る 。 を 行 う た め の 実 用 的 な 温 度 範 囲 は 、 60℃ ～ 100℃ で あ る 。 好 ま し い 温 度 は 、 70
～ 90℃ 、 よ り 好 ま し く は 約 80℃ で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 2.2倍 モ ル 過 剰 量 の 過 酢 酸 を 、 16分 か け て 、 ポ ン プ に よ り 、 80℃ に 加 熱 さ れ た 約 400ｇ の
酢 酸 リ サ イ ク ル 試 料 が 入 っ た １ リ ッ ト ル の 攪 拌 さ れ た バ ッ チ 反 応 容 器 中 に 入 れ た 。
　 30分 後 に 、 実 際 上 、 総 て の ア ル デ ヒ ド が 転 換 さ れ 、 反 応 混 合 物 か ら 除 去 さ れ た 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ５ 倍 モ ル 過 剰 量 の 過 酢 酸 を 、 16分 か け て 、 ポ ン プ に よ り 、 80℃ に 加 熱 さ れ た 約 400ｇ の
酢 酸 リ サ イ ク ル 試 料 が 入 っ た １ リ ッ ト ル の 攪 拌 さ れ た バ ッ チ 反 応 容 器 中 に 入 れ た 。 本 実 施
例 で は 、 塩 化 水 素 を ス ト リ ッ ピ ン グ に よ り 除 去 し な か っ た 酢 酸 リ サ イ ク ル 試 料 を 使 用 し た
。
　 こ こ で も 、 又 、 た っ た 50分 後 に 、 実 際 上 、 総 て の ア ル デ ヒ ド が 転 換 さ れ 、 反 応 混 合 物 か
ら 除 去 さ れ た 。
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